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出席免除会員欠 3名 MU 1名

出席報告

会員総数 出席計算に
用いた会員数

出席 出席率

24名 21名 １8名 ９0.48％

静岡新聞朝刊に高齢化社会の「２０２５
年問題」５人に１人が７５歳以上に、働き手
不足、社会保障費増との記事が掲載され
ていましたので、本日の例会では高齢化
社会の「２０２５年問題」についてお話させ
ていただきます。日本では、２０２５年に団
塊の世代(１９４７～４９年生まれ)が７５歳
以上の後期高齢者となります。団塊の世代の人口は約
８００万人といわれており、日本の人口の約５人に１人
が後期高齢者となる計算です。こうした高齢者の急増
が、社会保障費用の増大や労働力人口の縮小を招き、
雇用や医療、介護などに波及することが、高齢化社会
の「２０２５年問題」と呼ばれています。団塊の世代の総
人口に対する比率は他の世代に比べて高く、社会に影
響を与えてきました。働き手の中心となって日本の高
度成長を先導し、日本経済の中心であったといえます。
その世代が後期高齢者となる一方、１５歳の子供の数
は４２年連続で減少(２３年４月時点)、過去最少となる
など社会保障の担い手となる労働力人口は減ってい
ます。２０２５年問題の影響で、働く人が減り、国民負担
は増え、医療・介護の体制維持も難しくなると指摘され
ています。中でも労働力の不足は深刻だと言われてい
ます。働き手が減ると経済全体の活力が失われ、消費
や購買力、経済成長率も鈍化してきます。そのような
状況になりますと税収が少なくなり、医療や介護に必
要な社会保障費も不足するといった負の連鎖が起こる
可能性があります。現在の制度は現役の世代が働くこ
とで高齢者の生活を負担して支えるという構造になっ
ているため、このままいくと現役が抱える負担はます
ます重くなります。将来の労働者市場を推計した調査
では、２５年時点で５８３万人以上の働き手が不足する
という数字もあります。問題の解消に向けては、シニア
層や女性、外国人など多様な人材を積極的に雇用する
ことが重要になってきます。また、人工知能(AI)や介
護ロボットなどの開発も必要になるほか、国や企業に
は、柔軟な働き方改革など雇用環境の改善も求められ
そうです。人材不足への対策は急務だと言われていま
す。

特別養護老人ホームや有料老人ホームを経営して
いる友人も介護職として、外国人や高齢者を積極的
に採用しているとのことです。いずれにいたしまし
ても、国籍や性別等によらない多様性社会の構築、
また、健やかな生きがいに満ちた長寿・健康社会の
構築に向けた労働環境の改善や環境整備は今後
増々重要になってくると思われます。

【直近プログラム内容】
5/ 1 （水） 特別休会
5/ 8 （水） 通常例会
5/15 （水） ガバナー補佐期末訪問

沼津柿田川RC合同例会
5/22 （水） 通常例会

4/27 （土） 米山梅吉記念館 春季例祭
5/17・5/18 千歳CRC訪問  植樹

週報配布・他クラブ週報回覧

ガバナー補佐訪問 2024年9月18日
ガバナー公式訪問 2024年10月9日
地区大会 2024年11月9・10日
ＩＭ 2025年2月16日
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Smile スマイル報告

・鈴木 正明 君
奥山商工会青年部長、
山田・関両副部長ようこそ！！
米山梅吉記念館へ！
長泉RCは会員増強中で、
いつでも門戸を開いていますよ！
・市川 明宏 君
奥山商工会青年部長
本日は宜しくお願い致します
・前島 大一 君
会長と一献したのでお裾分け
（とらや小形羊羹）
・杉山 弘年 君
前回お休みしました。すみません。

４月２０日（土）
文庫お話し会

長泉町商工会青年部
部長    奥山 知絵 様
副部長 山田 貴紀 様
副部長   関  泰士 様

長泉町商工会青年部は、鮎壺の滝清掃ゴミ拾い活動
を続けてまいりました。日頃、長泉ロータリークラブの
皆さんにも参加していただき、一緒に活動していただ
いております。また、最近では、町内にある知徳高校さ
んも部活動単位で参加してくださっております。これ
まで、地元の小学生を対象にした経営体験合宿ジュニ
エコ（ジュニアエコノミーカレッジ）事業や、婚活事業な
どに取り組んでまいりました。今後も、サクラサクマツ
リなど地元行事にも携わってまいりますのでよろしく
お願い致します。

４月２7日（土）
記念館 春季例祭
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